
ー編集後記ー
近い将来日本の動物園から消えてしまう動物としてパンダがよく話題になっていますが、ラッコも現在鳥羽
水族館にいるメス2頭（名前はメイちゃん、キラちゃん）のみになっているそうです。私が子供のころはラッコは
どこの水族館でも見れたような気がしているのですが、ワシントン条約による保護の対象となったことで水族館
での展示用に捕獲することも禁止されているようです。そう言われると「何とかならないの？」と思えてくるから
不思議ですね。労働組合の組織率低下も言われて久しいですが、パンダやラッコの様に日本から消えてしまわ
ないよう、今から大切に考えて守っていきたいなあと、しみじみ思います                                   （杉山）

印刷労連は2025年7月25日（金）に「2025年度第1回中央委員会」を東京・友愛会館「中ホール」
にて開催しました。 2025 春季生活闘争のまとめ（案）などの議事を議論し、決議されました。

2025年度第 1 回中央委員会開催

印刷労連は2025年8月30日（土）に「第32回定期大会」を東京・TKPガーデンシティ浜松町
（ベイサイドホテル アジュール竹芝）にて開催しました。昨年の年次大会は台風接近により急遽オ
ンラインとなりましたが、今回は代議員・中央委員・中央執行委員が東京に集合するかたちで開催。
参加者同士、久しぶりに顔を合わせることができ、議論することができました。2025 年度運動方針
などの提案に対し、確認を得ることができ、定期大会は無事終了しました。

印刷労連 第３２回定期大会を開催！
運動方針等の提案を確認！

ＮＥＴＷＯＲＫ ＮＯ.240

1. 開会挨拶
2. 資格審査委員および議事運営委員選出
3. 資格審査委員会報告
4. 大会成立宣言
5. 議長団選出
6. 大会書記長選出
7. 大会書記任命
8. 大会議事録署名人任命
9. 中央執行委員長挨拶
10. 来賓挨拶
 日本労働組合総連合会 会長 芳野  友子 様
 UNI-LCJ 議長 安達  正美 様
 参議院議員  浜野  喜史 様
 参議院議員  竹詰  　仁 様
 労働金庫連合会 常務理事 岡田  博志 様
 こくみん共済 coop 常務執行役員 大好  博巳 様
11. 来賓紹介
 厚生労働省 室長補佐 喜瀬  真太郎 様
12. 祝電・メッセージ披露
13. 議事運営委員会報告
14. 報告事項
 2024年度本部活動報告
 2024年度決算報告
 2024年度会計監査報告
15. 議案
 第 1 号議案　2025年度運動方針（案）に関する件
 第 2 号議案　2024年度繰越金処分（案）に関する件
 第 3 号議案　2025年度予算（案）に関する件
 第 4 号議案　印刷労連規約一部改訂（案）に関する件
 第 5 号議案　2025～2026年度役員選出に関する件
 第 6 号議案　2025～2026年度中央委員選出に関する件
16. 新役員紹介
17. 退任役員表彰
18. 第32回定期大会 大会宣言（案）採択に関する件
19. 大会書記、資格審査・議事運営委員解任
20. 議長団降壇・挨拶
21. 閉会挨拶

【経過報告】
(1) 内部・外部関係活動報告 
(2) 2024年度本部活動報告 
(3) 2024年度決算報告 
(4) 2024年度内部会計監査報告 
【議事】
(1) 2025春季生活闘争のまとめ(案) 
(2) 2024年度繰越金処分(案) 
(3) 2025年度運動方針(案) 
(4) 2025年度予算(案) 
(5) 印刷労連規約一部改定について
(6) 構成組織からの会費減免申請について 
(7) 第32回定期大会の開催について
(8) 石川地方協議会パソコン更新について

2025年11月13日発行号（NO.240）
印刷情報メディア産業労働組合連合会
〒105－0014 東京都港区芝2－20－12 友愛会館16F
TEL. 03－5442－0191　FAX. 03－5442－0219
http://www.pimw.jp/
◾発行人　中村 彰男　　◾編集人　杉山 拓視

QRコードから、
ぜひ印刷労連のHPも
ご覧ください。

連合　　　　  労働相談ダイヤル

　 03－5442－0191
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大会会場の様子

連合の芳野会長からの来賓挨拶

UNI-LCJの安達議長からの来賓挨拶

会計監査報告をする
高岡会計監査

春闘まとめを説明する
水落副委員長

中央委員会の会場の様子

議長を務めた
秋谷中央委員

冒頭挨拶をする
佐藤委員長
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役職名
中央執行委員
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

会計監査
　 〃

氏名
矢澤　直輝
龍口　隆二
井上　善雄
大浦　一泰
山口由美子
橋本　祐敬
村田　茂陽
石井　伸尚
寺島　丈之
結野　正也

山口　武宣
高岡　　徹

構成組織名
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
コクヨ労組
コクヨ労組
フォームズユニオン
野崎印刷紙業労組
リーブルテック労組
石川地方協議会（高桑美術印刷労組）
愛知地方協議会（凸版印刷労組）

ダイオーミウラ労組
高桑美術印刷労組

功労表彰
本大会を持って、以下のみなさまが退任され、功労表彰を授与されました。ながらく印刷労連の
発展のためにご尽力いただきありがとうございました。

2025～2026年度役員選出に関する件

－佐藤中央執行委員長挨拶（要旨）－
印刷労連は1989年に結成し、今年で36年を迎えます。過日、青年委員研修会の中で、印刷労連誕生の
生い立ちを話しました。印刷労連は、連合と同時期に結成いたしましたが、結成への思いは、綱領に
記されている通り、印刷情報メディア産業に働く労働者の経済的、社会的、政治的地位の向上であり、
相互信頼のもと、強固な団結により労働条件の維持向上を期することでした。そのためには、組合員の
総意と知恵を結集し、経営の健全化と民主的発展を期すことが大切であるとしました。
この点を踏まえて、2025春闘を振り返ると、連合全体では2年連続で定昇込み5％台の賃上げを実現
しました。印刷労連においても7月22日時点ですが、22組合で回答を引き出し、賃上げは加重平均で
16,057円、率で3.89％と、額、率ともに昨年同時期比で上回り、12年連続の賃金引上げが実現できました。
しかし、全ての組合が春闘を終えた分けではありません。印刷労連としては、全ての組合が交渉に臨み、
賃金引き上げをはじめとした労働条件改善を図り、組合員の生活の安心を実現できるよう、これからも
総体で取り組んでいくことを、改めて確認したいと思います。
業界としては、厳しい産業であるため、組合員の減少が続き、組織存
続について課題をもっている組合も少なくのないのが実情です。この点
についても、加盟組合どうし、連携を取りながら、ともに課題解決でき
る環境を作ることが重要になってくると思います。
また、ジェンダー平等推進委員会で、女性参画を推進すべく、様々な
企画を実施し、多くの女性にも参画いただき、印刷労連への理解を深め
ていただいているところです。この広がりが、更に、加盟組合の全ての
組合員に広がり、組織の活性化に繋がることを期待したいと思います。
それら含めて、この後、運動方針をご提案しますが、ご出席の代議員
の皆様には、忌憚のないご意見やご質問をいただき、皆さんと共に方針
をつくり、皆さんと共に行動していきたいと思いますのでよろしくお願
いいたします。

１．産業政策の実現および印刷産業の発展
（1）産業政策の展開 
（2）印刷産業の社会的・経済的・政治的地位の向上と発展
２．組織の充実・強化と組織拡大 
（1）中小構成組織の労働運動の充実・強化 
（2）組織拡大
３．総合的な労働諸条件維持向上の取り組み 
（1）2026春季生活闘争の取り組み 
４．男女平等参画・ジェンダー平等の推進 
（1）連合「ジェンダー平等推進計画（フェーズ2）」と連動した取り組み 
（2）印刷労連としての男女平等参画・ジェンダー平等の推進
５．組織運営と人財育成 
（1）各種機関会議・専門委員会 
（2）ブロック会議 
（3）地方協議会代表者会議、構成組織代表者会議 
（4）地方協議会青年研修会 
（5）人財育成に向けた教育および広報活動 
（6）規約の見直しおよび改定の検証 　
（7）本部および地方協議会における適正な予算配分と財政運営
（8）地方協議会体制の在り方について

６．労働者福祉の向上 
（1）労働金庫運動の推進と連携 
（2）こくみん共済 coop 運動の推進と連携 
７．組織の社会的責任と国際平和 
（1）連合への参画と各種役員の派遣 
（2）日本生産性本部および全労生への参画と各種役員の派遣 
（3）富士社会教育センターとの連携による人財育成と自組織の成長 
（4）アジア連帯委員会との連携 
（5）UN Iを中心とした国際組織との連携

2025年度運動方針 ～産業政策の重要性を内外に発信し 魅力ある印刷産業を実現しよう！～

－中村 新中央執行委員長挨拶（要旨）－
まずは、佐藤前委員長はじめ、今大会をもってご退任される役員の皆

様には、長きにわたり、印刷労連の諸活動および印刷産業の発展に多大
なるご尽力を頂きましたことに、心から感謝を申し上げます。本当にあ
りがとうございました。
これまで皆さんが築き上げてきた組織・運動をしっかりと継承しなが

ら、更に発展し、充実した活動となるよう、新執行部一丸となって取り
組んで参りたいと思いますので、今後とも、印刷労連に対するあたたか
いご指導・ご支援をよろしくお願いいたします。
今大会のスローガンとして掲げました、産業政策の重要性を内外に発

信し魅力ある印刷産業を実現するべく、本部・地協・構成組織の連携を
より一層強化し、本日ご確認頂きました運動方針の実現に向け、全構成
組織で取り組んでいきたいと思います。
本日ご参集いただきました代議員、中央委員はじめ、印刷労連全構成

組織のご理解とご協力をお願いいたしまして、新執行部を代表しての挨
拶とさせていただきます。ともに頑張りましょう。

役職名
中央執行委員長
副中央執行委員長
　　　〃
　　　〃
　　　〃
中央書記長
副中央書記長
財政部長
中央執行委員
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

氏名
中村　彰男
杉山　拓視
細谷　貴之
水落　圭吾
秋谷　　哲
大窄　新二
古賀　初代
中村　信也
込山　大介
新井　裕司
上野　善彦
井筒　智義
佐々木冴子

構成組織名
凸版印刷労組
コクヨ労組
フォームズユニオン
共同印刷労組
TOPPANクロレ労組
共同印刷労組
リーブルテック労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
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中村新委員長から表彰を受ける佐藤前委員長（右） 退任の挨拶をする勝又前副委員長（左）と川尻前中執（右）
※なお、おなじく表彰対象の吉岡前副委員長と大上前中執は欠席でした。

労働金庫連合会 岡田
常務理事からの来賓挨拶

こくみん共済coop大好
常務執行役員 来賓挨拶

議案について説明する大窄書記長

竹詰 仁 議員からの
来賓挨拶

浜野 喜史 議員からの
来賓挨拶
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役職名
中央執行委員
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

会計監査
　 〃

氏名
矢澤　直輝
龍口　隆二
井上　善雄
大浦　一泰
山口由美子
橋本　祐敬
村田　茂陽
石井　伸尚
寺島　丈之
結野　正也

山口　武宣
高岡　　徹

構成組織名
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
コクヨ労組
コクヨ労組
フォームズユニオン
野崎印刷紙業労組
リーブルテック労組
石川地方協議会（高桑美術印刷労組）
愛知地方協議会（凸版印刷労組）

ダイオーミウラ労組
高桑美術印刷労組

功労表彰
本大会を持って、以下のみなさまが退任され、功労表彰を授与されました。ながらく印刷労連の
発展のためにご尽力いただきありがとうございました。

2025～2026年度役員選出に関する件

－佐藤中央執行委員長挨拶（要旨）－
印刷労連は1989年に結成し、今年で36年を迎えます。過日、青年委員研修会の中で、印刷労連誕生の

生い立ちを話しました。印刷労連は、連合と同時期に結成いたしましたが、結成への思いは、綱領に
記されている通り、印刷情報メディア産業に働く労働者の経済的、社会的、政治的地位の向上であり、
相互信頼のもと、強固な団結により労働条件の維持向上を期することでした。そのためには、組合員の
総意と知恵を結集し、経営の健全化と民主的発展を期すことが大切であるとしました。
この点を踏まえて、2025春闘を振り返ると、連合全体では2年連続で定昇込み5％台の賃上げを実現

しました。印刷労連においても7月22日時点ですが、22組合で回答を引き出し、賃上げは加重平均で
16,057円、率で3.89％と、額、率ともに昨年同時期比で上回り、12年連続の賃金引上げが実現できました。
しかし、全ての組合が春闘を終えた分けではありません。印刷労連としては、全ての組合が交渉に臨み、
賃金引き上げをはじめとした労働条件改善を図り、組合員の生活の安心を実現できるよう、これからも
総体で取り組んでいくことを、改めて確認したいと思います。
業界としては、厳しい産業であるため、組合員の減少が続き、組織存

続について課題をもっている組合も少なくのないのが実情です。この点
についても、加盟組合どうし、連携を取りながら、ともに課題解決でき
る環境を作ることが重要になってくると思います。
また、ジェンダー平等推進委員会で、女性参画を推進すべく、様々な

企画を実施し、多くの女性にも参画いただき、印刷労連への理解を深め
ていただいているところです。この広がりが、更に、加盟組合の全ての
組合員に広がり、組織の活性化に繋がることを期待したいと思います。
それら含めて、この後、運動方針をご提案しますが、ご出席の代議員

の皆様には、忌憚のないご意見やご質問をいただき、皆さんと共に方針
をつくり、皆さんと共に行動していきたいと思いますのでよろしくお願
いいたします。

１．産業政策の実現および印刷産業の発展
（1）産業政策の展開 
（2）印刷産業の社会的・経済的・政治的地位の向上と発展
２．組織の充実・強化と組織拡大 
（1）中小構成組織の労働運動の充実・強化 
（2）組織拡大
３．総合的な労働諸条件維持向上の取り組み 
（1）2026春季生活闘争の取り組み 
４．男女平等参画・ジェンダー平等の推進 
（1）連合「ジェンダー平等推進計画（フェーズ2）」と連動した取り組み 
（2）印刷労連としての男女平等参画・ジェンダー平等の推進
５．組織運営と人財育成 
（1）各種機関会議・専門委員会 
（2）ブロック会議 
（3）地方協議会代表者会議、構成組織代表者会議 
（4）地方協議会青年研修会 
（5）人財育成に向けた教育および広報活動 
（6）規約の見直しおよび改定の検証 　
（7）本部および地方協議会における適正な予算配分と財政運営
（8）地方協議会体制の在り方について

６．労働者福祉の向上 
（1）労働金庫運動の推進と連携 
（2）こくみん共済 coop 運動の推進と連携 
７．組織の社会的責任と国際平和 
（1）連合への参画と各種役員の派遣 
（2）日本生産性本部および全労生への参画と各種役員の派遣 
（3）富士社会教育センターとの連携による人財育成と自組織の成長 
（4）アジア連帯委員会との連携 
（5）UN Iを中心とした国際組織との連携

2025年度運動方針 ～産業政策の重要性を内外に発信し 魅力ある印刷産業を実現しよう！～

－中村 新中央執行委員長挨拶（要旨）－
まずは、佐藤前委員長はじめ、今大会をもってご退任される役員の皆
様には、長きにわたり、印刷労連の諸活動および印刷産業の発展に多大
なるご尽力を頂きましたことに、心から感謝を申し上げます。本当にあ
りがとうございました。
これまで皆さんが築き上げてきた組織・運動をしっかりと継承しなが
ら、更に発展し、充実した活動となるよう、新執行部一丸となって取り
組んで参りたいと思いますので、今後とも、印刷労連に対するあたたか
いご指導・ご支援をよろしくお願いいたします。
今大会のスローガンとして掲げました、産業政策の重要性を内外に発
信し魅力ある印刷産業を実現するべく、本部・地協・構成組織の連携を
より一層強化し、本日ご確認頂きました運動方針の実現に向け、全構成
組織で取り組んでいきたいと思います。
本日ご参集いただきました代議員、中央委員はじめ、印刷労連全構成
組織のご理解とご協力をお願いいたしまして、新執行部を代表しての挨
拶とさせていただきます。ともに頑張りましょう。

役職名
中央執行委員長
副中央執行委員長
　　　〃
　　　〃
　　　〃
中央書記長
副中央書記長
財政部長
中央執行委員
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

氏名
中村　彰男
杉山　拓視
細谷　貴之
水落　圭吾
秋谷　　哲
大窄　新二
古賀　初代
中村　信也
込山　大介
新井　裕司
上野　善彦
井筒　智義
佐々木冴子

構成組織名
凸版印刷労組
コクヨ労組
フォームズユニオン
共同印刷労組
TOPPANクロレ労組
共同印刷労組
リーブルテック労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
凸版印刷労組
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中村新委員長から表彰を受ける佐藤前委員長（右） 退任の挨拶をする勝又前副委員長（左）と川尻前中執（右）
※なお、おなじく表彰対象の吉岡前副委員長と大上前中執は欠席でした。

労働金庫連合会 岡田
常務理事からの来賓挨拶

こくみん共済coop大好
常務執行役員 来賓挨拶

議案について説明する大窄書記長

竹詰 仁 議員からの
来賓挨拶

浜野 喜史 議員からの
来賓挨拶
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ー編集後記ー
近い将来日本の動物園から消えてしまう動物としてパンダがよく話題になっていますが、ラッコも現在鳥羽
水族館にいるメス2頭（名前はメイちゃん、キラちゃん）のみになっているそうです。私が子供のころはラッコは
どこの水族館でも見れたような気がしているのですが、ワシントン条約による保護の対象となったことで水族館
での展示用に捕獲することも禁止されているようです。そう言われると「何とかならないの？」と思えてくるから
不思議ですね。労働組合の組織率低下も言われて久しいですが、パンダやラッコの様に日本から消えてしまわ
ないよう、今から大切に考えて守っていきたいなあと、しみじみ思います                                   （杉山）

印刷労連は2025年7月25日（金）に「2025年度第1回中央委員会」を東京・友愛会館「中ホール」
にて開催しました。 2025 春季生活闘争のまとめ（案）などの議事を議論し、決議されました。

2025年度第 1 回中央委員会開催

印刷労連は2025年8月30日（土）に「第32回定期大会」を東京・TKPガーデンシティ浜松町
（ベイサイドホテル アジュール竹芝）にて開催しました。昨年の年次大会は台風接近により急遽オ
ンラインとなりましたが、今回は代議員・中央委員・中央執行委員が東京に集合するかたちで開催。
参加者同士、久しぶりに顔を合わせることができ、議論することができました。2025 年度運動方針
などの提案に対し、確認を得ることができ、定期大会は無事終了しました。

印刷労連 第３２回定期大会を開催！
運動方針等の提案を確認！
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1. 開会挨拶
2. 資格審査委員および議事運営委員選出
3. 資格審査委員会報告
4. 大会成立宣言
5. 議長団選出
6. 大会書記長選出
7. 大会書記任命
8. 大会議事録署名人任命
9. 中央執行委員長挨拶
10. 来賓挨拶
 日本労働組合総連合会 会長 芳野  友子 様
 UNI-LCJ 議長 安達  正美 様
 参議院議員  浜野  喜史 様
 参議院議員  竹詰  　仁 様
 労働金庫連合会 常務理事 岡田  博志 様
 こくみん共済 coop 常務執行役員 大好  博巳 様
11. 来賓紹介
 厚生労働省 室長補佐 喜瀬  真太郎 様
12. 祝電・メッセージ披露
13. 議事運営委員会報告
14. 報告事項
 2024年度本部活動報告
 2024年度決算報告
 2024年度会計監査報告
15. 議案
 第 1 号議案　2025年度運動方針（案）に関する件
 第 2 号議案　2024年度繰越金処分（案）に関する件
 第 3 号議案　2025年度予算（案）に関する件
 第 4 号議案　印刷労連規約一部改訂（案）に関する件
 第 5 号議案　2025～2026年度役員選出に関する件
 第 6 号議案　2025～2026年度中央委員選出に関する件
16. 新役員紹介
17. 退任役員表彰
18. 第32回定期大会 大会宣言（案）採択に関する件
19. 大会書記、資格審査・議事運営委員解任
20. 議長団降壇・挨拶
21. 閉会挨拶

【経過報告】
(1) 内部・外部関係活動報告 
(2) 2024年度本部活動報告 
(3) 2024年度決算報告 
(4) 2024年度内部会計監査報告 
【議事】
(1) 2025春季生活闘争のまとめ(案) 
(2) 2024年度繰越金処分(案) 
(3) 2025年度運動方針(案) 
(4) 2025年度予算(案) 
(5) 印刷労連規約一部改定について
(6) 構成組織からの会費減免申請について 
(7) 第32回定期大会の開催について
(8) 石川地方協議会パソコン更新について

2025年11月13日発行号（NO.240）
印刷情報メディア産業労働組合連合会
〒105－0014 東京都港区芝2－20－12 友愛会館16F
TEL. 03－5442－0191　FAX. 03－5442－0219
http://www.pimw.jp/
◾発行人　中村 彰男　　◾編集人　杉山 拓視

QRコードから、
ぜひ印刷労連のHPも
ご覧ください。

連合　　　　  労働相談ダイヤル

　 03－5442－0191
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大会会場の様子

連合の芳野会長からの来賓挨拶

UNI-LCJの安達議長からの来賓挨拶

会計監査報告をする
高岡会計監査

春闘まとめを説明する
水落副委員長

中央委員会の会場の様子

議長を務めた
秋谷中央委員

冒頭挨拶をする
佐藤委員長
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